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学会抄録 

第 359回千葉医学会整形外科例会
第 5回千葉整形外科災害外科臨床懇談会
日時昭和 34年 7月 18日 場所千葉大学医学部附属病院屋階大講堂 
1. 恥骨々膜骨髄炎の 1例 
千大大学院平山 守
妊娠・分焼後l乙，痩孔形成を伴い恥骨l乙発生し，
手術により予後良好な化膿性骨膜骨髄炎の 1例報
告。症例は 24才，女，農業で，羊水過多死産後に
恥骨結合部炎症を招来，レ線で恥骨K骨破壊・吸収
像が認められ，細菌学的，病理学的検索の結果恥骨
々膜骨髄炎と診断された。恥骨骨炎は，泌尿，婦人
科領域では比較的早期から報告されているが，整形 
領域では本邦では 12例である。そのいづれも妊娠
・分携に関係している点興味深く，その治療法と共
に原因追求が望まれる。 
2. 興味ある血管腫の 1例
千大大学院辻 揚雄
症例 30才，女性，妊娠 9ヵ月に至り急 lと右大腿
内側下部の重圧感腫脹持動を覚え歩行障害を来し 
こ。7
一般状態は良好で特記すべき既往疾患はない。両
側股動脈，足背動脈の血圧叉び動脈波に左右差なく
動脈撮影により右排側大腿回旋動脈下行枝の領域に
一致して約 5x8cm大のさくそうせる血管陰影を
認め，筋肉血管腫の診断の下に手術を施行，好結果
こ。Tを得 
術後動脈撮影で全く病的陰影を認めなかった。
演題 (2)に対する追加千大大学院立岩 孝
動脈波撮影の所見はいづれも singlecurveであ 
るが，乙れは表面誘導したためと思われる。乙の場
合は皮下脂肪の厚さにより Amplitudeの変化がく
るのでぜひ肢の太さを並記すべきである。 ζの様な
例では，大腿動脈足背動脈とも針電極による誘導を
すべきであったと思う。
3. 第 4祉短縮症治験 7例について
千大整形竹内 孝
最近 5年聞に 13例の第 4駈短縮症を経験し，そ
の内 7例に手術を行った。
その方法は神中氏法・田代高木氏法及びキルシユ
ナー銅線で移植骨々片を固定する神中氏変法とも称
すべき方法を行った。
移植骨々片は自家腸骨々片，腔骨々片を使用し
こ。T
美容的成績は，良 5JilJ!:，やや良4祉，不良2祉で
あった。腸骨々片を使用し銅線固定を行った症例が
良好であった。
機能的成績は概ね良好であったが，ハイヒーJレ着
用時長途歩行時に軽度悲痛を訴える症例が 2，3観
察された。 
4. 猫の膝関節構造について
千大大学院立岩正孝
関節反射の本態を知るための材料として，猫の膝
関節を用いることにしたので，基礎的観察として，
肉眼的民膝関節の構造及び靭帯及び関節嚢I乙終末起
始を有する筋肉をしらべた。膝関節は大腿骨の内外
側頼及び膝蓋骨面と腔骨の内外側頼との聞の連結を
する器官であり，両骨聞に内側半月及び外側半月を
有している。関節に関与する靭帯は半月の靭帯が 5
種，側副靭帯が2種，十字靭帯が2種，膝蓋靭帯が
1種存在する。関節に関与する小骨は膝蓋骨と，大
腿骨内外例上頼の腹例記各 1コの種子骨と，鹿骨の
外例頼腹側の膝青筋種子骨とである。膝関節嚢に終
止起始を有する筋は，尾大腿筋大腿二頭筋・半膜様
筋・半鹿様筋・縫工筋大腿四頭筋・薄筋・排腹筋・
足底筋・膝寵筋長指伸筋であり， ζれが直接膝関節
